
《
Ⅰ
》
本
稿
の
意
図

一
部
に
異
説
も
あ
る
が
、
三
好
長
慶
の
家
臣
で
あ
っ
た
松
永
久
秀
が
大
和
国
に
兵
を
進
め

た
の
は
永
禄
二
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
、
十
八
年
後
の
天
正
五
年
十
月
十
日
に
、

彼
が
信
貴
山
城
に
お
い
て
滅
亡
す
る
ま
で
、
大
和
国
内
は
筒
井
氏
と
松
永
氏
と
の
抗
争
の
舞

台
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
在
地
勢
力
た
る
諸
氏
の
動
向
に
つ
い
て
、
私
見
で
は
、

従
来
通
説
と
さ
れ
て
き
た
所
の
一
部
に
疑
問
が
存
す
る
の
で
、
そ
れ
を
披
瀝
し
、
以
っ
て
諸

先
学
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

《
Ⅱ
》
筒
井
六
郎
の
布
施
入
城
の
記
事
を
め
ぐ
っ
て

筒
井
・
松
永
争
覇
期
の
大
和
国
の
状
況
を
考
え
る
際
の
基
本
文
献
と
さ
れ
て
い
る
『
多
聞

院
日
記
』
の
永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
の
条
に
は
、

筒
井
六
郎
殿
、
布
施
城
ヘ
被
入
了
。
国
中
心
替
衆
数
多
在
之
云
々

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
三
つ
の
こ
と
を
論
じ
た
い
と
思
う
。

〈
１
〉
い
わ
ゆ
る
「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
な
る
も
の
に
つ
い
て

右
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
筒
井
城
が
松
永
軍
に
急
襲
さ
れ
た
た
め
、
筒
井
六
郎

（
藤
勝
、
後
の
順
慶
）
は
已
む
な
く
筒
井
城
を
放
棄
、
一
族
の
布
施
氏
を
頼
っ
て
布
施
城
へ

入
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
見
解
を
最
も
明
瞭
、
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
の
は
、

現
在
で
も
一
般
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
『
戦
国
合
戦
大
事
典
　
四
』（
注
１
）

で
、
そ
こ
で
は
、

そ
の
戦
い
を
「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
と
呼
ん
で
見
出
し
を
立
て
た
上
で
、
以
下
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
城
が
久
秀
軍
の
急
襲
を
受
け
た
の
は
永
禄
八
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
…
…

文
字
ど
お
り
、
不
意
を
つ
か
れ
た
筒
井
城
は
呆
れ
る
ほ
ど
も
ろ
く
久
秀
の
手
に
渡
っ
て

い
る
。
順
慶
が
慌
た
だ
し
く
落
ち
る
と
き
、
城
を
焼
く
ゆ
と
り
も
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

…
…
命
か
ら
が
ら
城
を
落
ち
の
び
た
順
慶
は
…
…
一
族
の
布
施
氏
の
居
城
布
施
城
を
頼

っ
た
の
が
十
一
月
十
八
日
の
こ
と
で
、
こ
こ
に
腰
を
落
ち
つ
け
た
順
慶
は
、
反
撃
に
備

え
て
ゆ
く
。

ま
た
、『
奈
良
県
史
』
第
十
一
巻
（
注
２
）

で
も
、
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同
月
十
八
日
、
久
秀
は
筒
井
藤
勝
丸
を
筒
井
城
に
攻
め
て
陥
れ
る
と
、
藤
勝
丸
は
布

施
城
に
逃
れ
て
抗
戦
し
た
。

と
記
さ
れ
て
い
る
（
二
二
三
頁
）（
注
３
）
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
最
近
、
坂
本
雅
央
氏
は
、

こ
れ
以
降
（
勢
田
注
…
永
禄
二
年
八
月
六
日
の
筒
井
落
城
）、
筒
井
藤
勝
は
椿
尾
上

城
を
拠
点
に
活
動
す
る
が
、
同
九
年
（
一
五
六
六
）
四
月
二
六
日
に
三
好
三
人
衆
と
と

も
に
筒
井
城
奪
還
に
向
か
い
、
三
人
衆
の
力
を
借
り
て
和
議
に
よ
り
念
願
の
奪
還
を
果

た
す
ま
で
、
筒
井
城
へ
は
戻
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
、「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
な
る
も
の
の
存
在
自
体
を
否
定
す
る
立
場
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
（
注
４
）
。
私
も
ま
た
、
坂
本
氏
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
坂
本
氏
の
説

が
先
に
発
表
さ
れ
て
い
る
以
上
、
問
題
提
起
の
意
義
は
既
に
薄
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
以

後
の
論
の
前
提
と
し
て
、
自
ら
の
立
場
を
確
認
す
る
意
味
で
、
私
な
り
に
「
筒
井
城
の
戦
い

（
第
六
次
）」
な
る
も
の
の
存
在
を
否
定
す
る
根
拠
を
箇
条
書
に
し
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①
『
多
聞
院
日
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
同
時
代
資
料
に
は
、
永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
、

ま
た
は
そ
の
少
し
前
に
、
筒
井
城
の
周
辺
で
合
戦
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
も
の
は
、
管

見
の
及
ぶ
範
囲
で
皆
無
で
あ
る
こ
と
。

②
同
じ
く
、
永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
以
前
に
、
筒
井
順
慶
（
当
時
は
藤
勝
、
以
下
、
引

用
を
除
き
順
慶
に
統
一
）
が
筒
井
城
に
在
城
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
皆
無

で
あ
る
こ
と
。

③
永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
前
後
の
情
勢
は
、
松
永
久
秀
に
と
っ
て
非
常
に
不
利
な
も
の

で
あ
り
、
軍
事
力
を
筒
井
城
攻
撃
に
割
く
余
裕
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
。

①
〜
③
つ
い
て
、
各
個
的
に
論
ず
る
が
、
ま
ず
①
は
、
単
な
る
事
実
の
指
摘
で
あ
る
の
で
、

特
に
付
加
す
る
所
は
な
い
。
各
自
、
資
料
に
あ
た
っ
て
確
認
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。

②
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
前
述
の
ご
と
く
松
永
久
秀
が
大
和
国
に
兵
を
す
す
め
た
の
は
永

禄
二
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
筒
井
氏
（
当
時
の
惣
領
は
順
昭
）
が
筒
井
城
を
放
棄

し
没
落
し
た
こ
と
は
、『
二
条
寺
主
家
記
抜
萃
』
に
、

永
禄
二
年
八
月
十
日
、
松
永
弾
正
為
大
将
、
三
好
人
数
和
州
乱
入
。
筒
井
・
十
市
・

万
歳
没
落
、
越
智
出
張
。

と
あ
る
こ
と
よ
り
知
れ
る
。
従
来
の
見
解
は
、
そ
れ
以
後
、
弘
治
元
年
正
月
以
降
欠
落
し
て

い
る
『
多
聞
院
日
記
』
の
記
述
が
再
開
さ
れ
る
永
禄
八
年
七
月
ま
で
の
間
に
、
筒
井
氏
が
筒

井
城
を
回
復
し
た
と
い
う
推
定
の
も
と
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
永
禄
二
年
以
後
の

松
永
久
秀
は
、
同
四
年
正
月
、
将
軍
義
輝
の
相
伴
衆
と
な
り
、
同
年
中
に
奈
良
の
眉
間
寺
を

破
壊
し
て
そ
の
跡
に
多
聞
山
城
を
築
造
す
る
な
ど
、
三
好
長
慶
の
近
畿
一
円
支
配
と
相
俟
っ

て
、
ほ
ぼ
順
調
に
大
和
国
中
地
域
の
支
配
を
強
化
し
て
お
り
、
そ
の
間
、
筒
井
氏
が
筒
井
城

を
奪
還
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
は
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と

は
、
筒
井
城
は
永
禄
二
年
八
月
十
日
以
降
、
一
貫
し
て
松
永
方
の
手
中
に
あ
り
、
そ
の
間
、

筒
井
の
一
族
は
縁
故
を
た
よ
り
に
各
地
に
没
落
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
坂

本
氏
の
指
摘
し
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
永
禄
七
年
、
順
慶
の
叔
父
で
あ
り
補
佐
役
で
あ
っ
た

順
政
が
筒
井
城
内
で
は
な
く
堺
で
客
死
し
て
い
る
と
い
う
『
興
福
寺
年
代
記
』
三
月
十
九
日

の
記
事
も
ま
た
、
こ
の
説
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
③
に
つ
い
て
。
右
の
ご
と
く
、
ほ
ぼ
順
調
に
大
和
国
中
地
域
の
支
配
を
強
化
し
て
い

た
松
永
久
秀
に
最
初
の
大
き
な
危
機
が
お
と
ず
れ
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
協
力
関
係
に
あ
っ
た

三
好
三
人
衆
と
の
対
立
が
表
面
化
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
対
立
が
決
定
的
と

な
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
の
が
、『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
八
年
十
一
月
十
六
日
の
以
下
の
記

事
で
あ
る
。

昨
夕
、
三
好
日
向
・
同
下
野
・
石
成
三
人
衆
、
千
計
に
て
飯
盛
城
へ
打
入
、
長
勝

軒
・
金
山
駿
河
生
害
、
則
、
左
京
太
夫
へ
霜
台
ヲ
可
被
見
放
之
通
訴
訟
、
既
に
松
弾
ト

ハ
事
切
了
。
今
明
之
間
ニ
此
城
ヘ
四
国
衆
可
打
入
之
由
沙
汰
在
之
。

右
の
記
事
中
、「
三
好
日
向
・
同
下
野
・
石
成
」
と
い
う
の
は
三
好
三
人
衆
、「
左
京
太
夫
」

は
三
好
義
継
、「
霜
台
」「
松
弾
」
は
共
に
松
永
久
秀
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
引

き
続
き
、
二
日
後
の
十
八
日
に
、
最
初
に
引
用
し
た
「
筒
井
六
郎
殿
、
布
施
城
ヘ
被
入
了
」

の
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
二
つ
の
記
事
は
、
や
は
り
関
連
が
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
で
は
、
関
連
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
関
連
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
『
戦
国
合

戦
大
事
典
　
四
』
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
に
よ
る
と
、
十
一
月
十
八
日
に
城
（
勢
田
注
…
筒
井
城
）
を
追
わ

れ
た
順
慶
は
布
施
城
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
々
日
、
つ
ま
り
十
六
日
に
は
三
好
三

人
衆
の
軍
勢
（
千
人
）
が
、
久
秀
方
が
入
っ
た
飯
盛
城
を
攻
め
て
い
た
。
こ
の
城
攻
め

は
事
実
上
、
義
継
と
久
秀
の
手
切
れ
を
世
間
に
宣
言
し
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
飯
盛
山

城
攻
め
に
精
鋭
を
さ
い
た
た
め
、
結
果
的
に
主
力
に
不
足
が
生
じ
た
の
は
事
実
で
、
敏

感
に
そ
の
間
の
事
情
を
汲
ん
だ
久
秀
が
、
手
薄
の
筒
井
城
を
襲
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
な
る
も
の
が
実
際
に
あ
っ
た
と
考
え
た
上
で
、

二
つ
の
記
事
を
関
連
付
け
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
よ
り
仕
方
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
率
直
に
言
っ
て
、
う
が
っ
た
（
苦
し
い
）
説
明
で
あ
る
と
は
、
誰
し
も
が
抱
く
感
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想
で
あ
ろ
う
。「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
な
る
も
の
の
存
在
に
こ
だ
わ
り
さ
え
し
な
け

れ
ば
、
永
禄
二
年
八
月
以
来
、
本
拠
の
筒
井
城
を
松
永
方
に
奪
わ
れ
て
い
た
筒
井
氏
が
、
雌

伏
六
年
余
、
三
好
三
人
衆
が
宿
敵
・
松
永
久
秀
と
離
反
し
た
と
い
う
機
を
捉
え
て
（
あ
る
い

は
、
三
好
三
人
衆
と
反
松
永
連
合
を
組
む
こ
と
を
事
前
に
示
し
合
わ
せ
た
上
で
）、
筒
井
城

奪
還
の
拠
点
と
し
て
布
施
城
に
入
城
し
た
と
、
素
直
に
無
理
な
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
２
〉
高
田
氏
・
布
施
氏
の
動
向

『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
の
記
事
中
の
「
筒
井
六
郎
殿
、
布
施
城
ヘ
被

入
了
」
と
い
う
記
述
の
意
味
す
る
所
が
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
で
は
、
そ
れ
に
続

く
「
国
中
心
替
衆
数
多
在
之
」
と
い
う
記
述
は
ど
う
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、

こ
の
記
述
は
「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
に
お
け
る
筒
井
氏
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
松
永

方
へ
「
心
替
」
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
「
心
替
衆
」
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
の
が
高
田
氏
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
例

え
ば
、『
戦
国
合
戦
大
事
典
　
四
』
の
、

こ
の
こ
ろ
、
順
慶
を
見
限
り
、
ひ
や
や
か
に
久
秀
に
寝
返
っ
た
諸
将
が
あ
っ
た
の
は

自
然
の
な
り
ゆ
き
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
文
正
、
応
仁
以
来
、
百
年

間
に
わ
た
っ
て
筒
井
氏
と
命
運
を
と
も
に
し
て
き
た
高
田
氏
が
い
た
。
当
時
、
離
合
集

散
は
と
き
の
つ
ね
で
あ
っ
た
。

と
い
う
よ
う
な
記
述
に
、
も
っ
と
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
同
旨
の
見
解
は
、
そ
れ
以
後

の
刊
行
で
あ
る
『
大
和
高
田
城
物
語
』（
注
５
）

中
の
、

高
田
氏
も
筒
井
氏
の
見
方
と
し
て
多
く
の
功
績
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
松
永
久
秀
の

勢
力
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
筒
井
順
慶
を
み
か
ぎ
っ
た
の
で
す
。
筒
井
順
慶
は
筒
井
城
を

追
わ
れ
て
布
施
城
に
逃
れ
ま
し
た
。（
九
二
頁
）

と
い
う
記
述
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、『
多
聞
院
日
記
』
等
の
同
時
代
資
料
に
、
こ
の
時
点
で
の
高
田
氏
の
寝
返
り
を

裏
付
け
る
記
述
は
、
管
見
の
及
ぶ
所
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
た
だ
、『
多
聞
院
日
記
』
永

禄
八
年
十
一
月
二
十
日
の
条
に
、

高
田
郷
大
略
布
施
ヨ
リ
焼
払
了
。

と
い
う
記
事
が
見
え
、
筒
井
順
慶
の
布
施
入
城
後
、
布
施
氏
と
高
田
氏
が
敵
対
関
係
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
、
そ
れ
は
「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
の
筒
井
氏
敗
戦
の

結
果
を
見
て
、
高
田
氏
が
松
永
方
に
寝
返
っ
た
の
が
理
由
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
に
論
じ
た
ご
と
く
「
筒
井
城
の
戦
い
（
第
六
次
）」
な
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、

「
筒
井
六
郎
殿
、
布
施
城
ヘ
被
入
了
」
の
記
事
が
、
筒
井
氏
の
敗
戦
で
は
な
く
、
筒
井
城
奪

還
の
た
め
の
拠
点
構
築
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
時
点
で
筒
井
方
か
ら
松
永
方

へ
寝
返
る
者
が
生
ず
る
と
は
考
え
に
く
い
。
布
施
氏
と
高
田
氏
の
対
立
は
、
高
田
氏
の
筒
井

方
か
ら
松
永
方
へ
の
寝
返
り
で
は
な
く
、
布
施
氏
の
松
永
方
か
ら
筒
井
方
へ
の
寝
返
り
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
考
え
を
補
強
す
る
の
が
、『
多
聞
院
日

記
』
永
禄
八
年
十
二
月
二
日
の
条
の

布
施
ノ
人
質
ヲ
ク
シ
ニ
指
、
浅
猿
々
々
。

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
表
面
的
に
意
味
す
る
所
は
、
布
施
氏
が
高
田
郷
を
焼
き
払
っ
た
こ
と

へ
の
報
復
と
し
て
、
奈
良
（
松
永
方
）
に
い
た
「
布
施
ノ
人
質
」
が
串
刺
し
に
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
何
故
「
布
施
ノ
人
質
」
が
松
永
方
に
い
た
の
か
。
人
質
と
い
う
も

の
は
、
同
盟
関
係
が
あ
る
所
で
、
関
係
の
担
保
と
し
て
、
同
盟
関
係
内
の
弱
者
か
ら
強
者
へ

送
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
同
盟
関
係
が
破
れ
、
修
復
不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
時
、

人
質
は
意
義
を
失
い
、
殺
害
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
布
施
ノ
人
質
」
が
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
裏
を
言
え
ば
、
松
永
氏
と
布
施
氏
と
の
間
に
は
松
永
氏
優
位
の
同
盟
関
係
が
そ

れ
ま
で
存
在
し
て
い
て
、
こ
の
時
点
で
布
施
氏
の
寝
返
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
同
盟
関
係
が
破

れ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
３
〉
郡
山
向
井
氏
等
、
郡
山
衆
の
動
向

永
禄
八
年
十
一
月
十
八
日
の
筒
井
順
慶
の
布
施
入
城
を
め
ぐ
る
大
和
国
在
地
武
士
の
動
向

に
関
し
て
、
従
来
の
説
が
誤
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
う
一
点
は
、
郡
山
向
井
氏
等
、
郡
山

衆
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
八
年
十
二
月
二
十
日
の
条
に
は
、

郡
山
向
井
、
大
安
寺
・
辰
市
へ
人
数
を
出
、
色
立
心
替
了
。

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
従
来
の
見
方
は
、

反
面
、
郡
山
向
井
衆
が
松
永
方
に
寝
返
る
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
。（
注
６
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
三
好
三
人
衆
と
の
対
立
が
決
定
的
と
な
り
、
筒
井
順
慶
が
筒
井
城

奪
還
の
拠
点
を
築
き
、
布
施
氏
や
井
戸
氏
が
人
質
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
筒
井
方
に
寝
返
る
と

い
う
状
況
下
で
（
注
７
）
、
つ
ま
り
、
大
和
乱
入
以
後
、
松
永
方
に
と
っ
て
最
も
不
利
な
状
況
下
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で
、
わ
ざ
わ
ざ
松
永
方
に
寝
返
る
こ
と
は
常
識
的
に
有
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
郡
山
向
井
氏

の
大
安
寺
・
辰
市
へ
の
出
兵
も
ま
た
、
や
は
り
松
永
方
か
ら
筒
井
方
へ
の
寝
返
り
で
あ
っ
た

と
私
に
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
の
約
半
年
後
、『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
九
年
六
月
一
日

の
条
に
は
、

巳
刻
、
於
大
安
寺
南
大
門
ニ
、
郡
山
衆
ト
多
聞
山
衆
ト
行
合
、
一
戦
在
之
。

と
い
う
記
事
が
見
え
る
が
、
こ
れ
も
、
永
禄
八
年
十
二
月
二
十
日
以
降
、
郡
山
衆
が
筒
井
方

で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
ご
と
く
、
永
禄
八
年
十
二
月
二
十
日
の
郡
山
向
井
氏
に
よ
る
大
安
寺
・
辰
市
出
兵
が

松
永
方
か
ら
筒
井
方
へ
の
寝
返
り
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
二
か
月
前
、『
多
聞
院
日
記
』
永
禄

八
年
十
月
八
日
の
条
の

当
国
、
秋
山
・
小
夫
、
多
武
峰
と
申
合
、
色
ヲ
立
了
。
山
中
ニ
ハ
山
田
出
張
云
々
。

昨
今
、
奈
良
中
し
の
び
し
の
び
ニ
物
を
隠
了
云
々
。
南
へ
郡
山
・
超
昇
寺
出
陳
了
。

と
い
う
記
事
も
、
見
方
の
変
更
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
従
来
の
見
方
は
、

秋
山
・
小
夫
両
氏
は
多
武
峰
と
申
し
合
わ
せ
て
松
永
攻
略
の
準
備
を
進
め
、
山
田
某

は
東
山
内
に
、
郡
山
衆
や
超
昇
寺
衆
は
南
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出
陣
し
て
、
多
聞
山
城
の
包

囲
体
制
を
調
え
た
。（
注
８
）

と
い
う
も
の
で
、
同
様
の
見
解
は
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
『
筒
井
城
総
合
調
査
報
告
書
』
に
も

継
承
さ
れ
て
い
る
が
（
三
五
頁
）、
右
に
論
じ
た
ご
と
く
、
永
禄
八
年
十
二
月
二
十
日
以
前
、

郡
山
衆
は
松
永
方
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
山
田
氏
等
と
多
聞
山
城
包
囲
の
一
環
と
な
る
こ
と

は
有
り
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
地
理
的
に
も
多
聞
山
城
は
郡
山
よ
り
北
に
あ
る
の
だ
か
ら
、

南
へ
出
陣
す
る
の
は
方
向
違
い
で
あ
る
。「
南
へ
郡
山
・
超
昇
寺
出
陳
了
」
の
意
味
は
、
松

永
方
に
叛
旗
を
翻
し
た
秋
山
・
小
夫
・
多
武
峰
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、
松
永
方
と
し
て
出
兵

し
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
時
期
は
下
る
が
、『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
十

日
の
条
に
、

当
国
乱
入
之
本
願
ハ
辰
巳
・
超
昇
寺
也
。

と
い
う
記
述
が
見
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
永
禄
二
年
の
松
永
久
秀
の
大
和
国
乱
入
に
際
し
、

国
内
で
率
先
し
て
松
永
方
と
な
っ
た
の
は
、
郡
山
衆
の
一
員
た
る
郡
山
辰
巳
氏
と
超
昇
寺
氏

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
、
両
氏
は
、
松
永
氏
に
と
っ
て
在
地
武
士
中
で
も
最
も
信
頼
で
き
る

も
の
と
し
て
、
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
郡
山
衆
が
永
禄
八
年
十
二
月
二

十
日
に
筒
井
方
に
寝
返
り
、
大
安
寺
・
辰
市
に
出
兵
し
た
こ
と
は
、
大
和
国
内
の
情
勢
を
筒

井
方
優
位
に
一
変
さ
せ
る
事
件
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
Ⅲ
》
辰
市
合
戦
を
め
ぐ
る
郡
山
衆
の
動
向
に
つ
い
て

大
和
国
に
お
け
る
筒
井
・
松
永
の
争
覇
戦
の
分
水
嶺
と
な
っ
た
の
が
、
元
亀
二
年
八
月
四

日
の
辰
市
合
戦
で
あ
る
こ
と
は
既
に
定
説
化
し
て
お
り
、
私
も
そ
の
点
に
異
論
は
な
い
。
た

だ
、
そ
の
合
戦
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
後
代
の
資
料
に
よ
っ
た
理
解
が
一
部
流
布
し

て
い
る
の
で
、
同
時
代
資
料
た
る
『
多
聞
院
日
記
』
と
『
二
条
宴
乗
記
』
の
記
述
を
素
直
に

読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
を
再
構
築
し
て
み
た
い
と
思
う
。

周
知
の
ご
と
く
、
辰
市
合
戦
の
き
っ
か
け
は
、
筒
井
方
が
、
多
聞
山
城
か
ら
は
南
南
西
約

四
キ
ロ
、
郡
山
城
か
ら
は
東
北
東
三
キ
ロ
余
、
筒
井
城
か
ら
は
北
北
東
五
キ
ロ
余
に
位
置
す

る
万
葉
以
来
の
歌
枕
の
地
で
あ
る
辰
市
に
城
砦
を
築
い
た
こ
と
で
、
そ
れ
は
、『
多
聞
院
日

記
』
元
亀
二
年
八
月
二
日
の
条
に
、

辰
市
ニ
筒
ヨ
リ
用
害
沙
汰
之
。
多
聞
ヨ
リ
人
数
雖
出
之
、
無
曲
打
帰
了
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
衝
突
は
、
そ
の
二
日
後
、
八
月
四
日
の
出
来
事
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
『
多
聞
院
日
記
』
の
当
日
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

従
信
貴
城
、
久
秀
・
河
州
大
夫
殿
人
数
同
道
ニ
テ
、
今
日
午
刻
ニ
於
大
安
寺
著
陳
、

昨
日
辰
市
ニ
拵
タ
ル
城
へ
取
寄
、
酉
刻
上
刻
ニ
及
一
戦
。
筒
井
・
郡
山
両
方
ヨ
リ
後
詰

沙
汰
、
城
州
敗
軍
了
。（
下
略
）

経
過
を
箇
条
書
き
に
し
て
整
理
す
る
と
、

①
元
亀
二
年
八
月
四
日
、
松
永
久
秀
は
、
三
好
義
継
の
軍
と
連
合
し
て
信
貴
山
城
を
出
発

し
た
。

②
そ
の
日
の
午
刻
、
目
標
で
あ
る
辰
市
か
ら
わ
ず
か
に
東
に
振
れ
た
北
方
一
・
二
キ
ロ
に

あ
る
大
安
寺
に
着
陣
、
攻
撃
態
勢
を
整
え
た
。

③
戦
闘
は
約
五
時
間
後
の
酉
上
刻
に
始
ま
っ
た
。

④
松
永
・
三
好
連
合
軍
が
辰
市
を
攻
撃
し
て
い
る
背
後
を
筒
井
勢
と
郡
山
勢
が
襲
撃
、
挟

撃
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
松
永
・
三
好
連
合
軍
は
敗
れ
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
勝
敗
の
帰
趨
を
決
め
た
の
は
、
筒
井
・
郡
山
両
勢
の
背
後
攻
撃
（
後
詰
沙

汰
）
で
あ
っ
た
（
注
９
）
。
で
は
、
辰
市
合
戦
以
前
の
郡
山
衆
の
動
向
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

辰
市
合
戦
以
前
の
郡
山
衆
の
動
向
に
つ
い
て
、
従
来
の
説
の
基
本
と
さ
れ
て
き
た
の
は

『
日
本
城
郭
大
系
』
第
十
巻
の
「
郡
山
城
」
の
項
の
以
下
の
記
述
で
あ
る
。
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永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
）
に
筒
井
落
城
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
井
戸
落
城

の
の
ち
、
郡
山
城
だ
け
が
筒
井
方
に
よ
っ
て
死
守
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
…
…
つ
い
に

持
ち
こ
た
え
、
同
二
年
八
月
、
筒
井
の
主
力
軍
が
当
城
に
集
結
し
て
発
進
し
、
辰
市
城

合
戦
で
松
永
軍
を
打
ち
破
っ
た
。

こ
の
記
述
は
「
郡
山
衆
」
の
動
向
を
直
接
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、「
郡
山
城
」
の
帰
属

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
郡
山
城
は
即
ち
、
そ
の
地
の
在
地
武
士
た
る
郡
山
衆
の

本
拠
た
る
城
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
郡
山
城
が
一
貫
し
て
筒
井
方
の
手
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
郡
山
衆
も
ま
た
一
貫
し
て
筒
井
方
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に

な
る
（
注
10
）
。
し
か
し
、『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
十
一
年
十
月
五
日
の
条
に
は
、

一
、
松
少
、
昨
日
上
意
并
織
尾
へ
礼
在
之
。
和
州
一
国
ハ
久
秀
可
為
進
退
云
々
。

（
中
略
）

一
、
郡
山
向
井
、
松
少
へ
又
帰
参
了
。
当
国
大
天
魔
也
。

と
い
う
記
事
が
見
え
、
こ
の
記
事
か
ら
、
先
述
の
ご
と
く
永
禄
八
年
十
二
月
二
十
日
の
時
点

で
筒
井
方
に
寝
返
っ
た
郡
山
向
井
氏
が
、
織
田
信
長
が
大
和
国
の
支
配
権
を
松
永
久
秀
に
認

め
た
こ
と
を
う
け
て
、
こ
こ
で
ま
た
松
永
方
に
寝
返
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
そ
し
て
、
次
の

六
日
に
は
、

一
、
松
右
人
数
、
筒
井
郷
へ
打
出
、
平
城
ノ
際
迄
焼
了
。
郡
山
衆
裏
帰
故
也
。
一
国
之

体
、
抑
い
か
ゝ
可
成
行
哉
。
無
端
々
々
。
筒
井
順
慶
、
堅
固
ニ
籠
城
ト
云
々
。
行
末
ハ

難
成
事
也
。

と
い
う
状
況
に
な
り
、
更
に
二
日
後
の
八
日
に
は
、
筒
井
順
慶
は
、
永
禄
九
年
六
月
八
日
に

奪
還
し
て
以
後
（
注
11
）
、
二
年
四
か
月
に
わ
た
っ
て
保
持
し
て
き
た
筒
井
城
を
、
再
度
放
棄
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
（
注
12
）
。
つ
ま
り
、
永
禄
十
一
年
十
月
八
日
の
筒
井
落
城
の
直
接
の
契
機

は
、
郡
山
衆
の
松
永
方
へ
の
寝
返
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
郡
山
城
が
永
禄
十
一
年
の
筒
井

落
城
か
ら
辰
市
合
戦
ま
で
一
貫
し
て
筒
井
方
の
手
に
あ
っ
た
と
す
る
従
来
の
見
解
は
、
そ
の

最
初
か
ら
し
て
誤
り
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
、
先
に
示
し
た
ご
と
く
辰
市
合
戦
で
は
郡
山
衆
は
明
ら
か
に
筒
井
方
と
し
て
行
動

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
間
の
ど
こ
か
で
、
郡
山
衆
は
も
う
一
度
筒
井
方
に
寝
返
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

筒
井
・
松
永
争
覇
期
に
お
け
る
郡
山
衆
の
動
向
を
考
え
る
上
で
、
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、

従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
ず
に
過
ご
さ
れ
て
き
た
も
の
と
し
て
私
が
挙
げ
た
い
の
は
、『
多

聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
十
四
日
の
条
に
以
下
の
ご
と
く
記
さ
れ
て
い
る
事
件
で
あ
る
。

一
、
今
朝
、
山
中
ニ
テ
、
郡
山
衆
大
旨
城
州
ヨ
リ
令
生
害
了
。
堀
池
・
平
等
坊
・
室
・

豊
井
、
此
外
内
衆
五
六
十
モ
討
殺
了
。
則
時
ニ
郡
山
へ
打
寄
散
郷
悉
焼
之
。
城
は
先
々

拘
之
。
…
…
如
今
者
城
モ
不
審
々
々
。

記
事
の
内
容
は
、「
元
亀
元
年
六
月
十
日
の
朝
、
山
中
（
東
山
内
）
に
お
い
て
、
郡
山
衆

五
六
十
人
が
、
城
州
（
松
永
久
秀
）
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
後
、
松
永
軍
は
郡
山
城
へ
攻
め
寄

せ
、
付
近
の
散
郷
を
全
て
焼
い
た
。
郡
山
城
は
と
り
あ
え
ず
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
る
が
、

こ
の
様
子
だ
と
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
ま
た
、『
二

条
宴
乗
記
』
で
は
、

十
四
日
…
…
山
中
深
川
陣
ニ
て
郡
山
衆
打
取
被
申
也
。
平
等
坊
・
堀
池
・
同
新
衛

門
・
豊
井
、
其
外
付
之
者
共
四
十
人
斗
打
取
被
申
也
。
其
日
則
郡
山
へ
被
懸
取
也
。
竹

下
陣
所
ニ
て
被
打
取
由
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
持
た
れ
る
疑
問
は
、
郡
山
衆
が
何
故
大
挙
し
て
、
本
拠
た
る
郡
山
を
離
れ
て
東
山
内

に
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
八
日
前
か
ら
開
始
さ
れ
た
福
住
城
の
攻
防
戦
（
注
13
）

に
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
答
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
郡
山
衆
は

福
住
城
攻
防
戦
に
筒
井
方
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
松
永
方
と
し
て
加
わ
っ

て
い
た
の
か
。『
奈
良
県
史
』
第
十
一
巻
で
は
、

郡
山
衆
は
東
山
内
で
悉
く
生
害
さ
せ
ら
れ
た
。
同
衆
は
久
秀
の
大
和
侵
入
に
際
し
て
は

超
昇
寺
と
と
も
に
松
永
方
と
な
っ
た
が
そ
の
後
筒
井
方
に
裏
返
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
（
二
三
六
頁
）、
郡
山
衆
の
動
向
が
そ
ん
な
に
単
純
な
も
の
で
な
か

っ
た
こ
と
は
、
既
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
も
し
郡
山
衆
が
筒
井
方
で
あ
っ
た
の
な
ら

戦
死
、
松
永
方
で
あ
っ
た
の
な
ら
処
罰
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
郡
山
衆
ば
か
り
四
十
〜
六

十
人
が
一
日
の
朝
の
中
に
生
害
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
戦
闘
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
極
め
て

不
自
然
で
あ
る
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
一
方
に
こ
れ
ほ
ど
の
戦
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
戦
闘
な

ら
、
当
然
戦
っ
た
相
手
に
も
戦
死
者
が
出
る
で
あ
ろ
う
し
、
負
傷
者
や
没
落
者
の
情
報
も
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
事
件
は
や
は
り
、
筒
井
方
へ
の
内
通
等
、
許
し
が
た
い
情
報
が
松
永

久
秀
（
城
州
）
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
（
そ
の
情
報
が
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
こ
の

場
合
問
題
に
な
ら
な
い
）、
そ
の
結
果
、
十
日
朝
、
郡
山
衆
は
一
斉
に
捕
縛
（
ま
た
は
包
囲
）

さ
れ
、
抵
抗
で
き
な
い
状
態
で
一
挙
に
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
の
が
最
も
自
然
な
推
測
で
は
あ

る
ま
い
か
。『
多
聞
院
日
記
』
に
「
城
州
ヨ
リ
令
生
害
了
」
と
あ
る
の
も
、
戦
闘
に
よ
る
死

よ
り
も
、
松
永
久
秀
の
命
令
に
よ
る
処
刑
を
推
察
せ
し
め
る
表
現
で
あ
る
し
、『
二
条
宴
乗
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記
』
に
は
「
竹
下
陣
所
ニ
て
被
打
取
由
」
と
あ
っ
て
、
事
件
の
場
所
が
松
永
方
の
武
将
で
あ

る
竹
下
（
竹
内
下
野
守
秀
勝
）
の
陣
で
あ
る
の
も
、
そ
の
推
察
の
蓋
然
性
を
高
め
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
更
に
、
引
用
は
省
略
し
た
が
、『
多
聞
院
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
人
質
に
と
ら
れ
て

い
た
郡
山
辰
巳
の
孫
（
次
男
ナ
リ
ケ
子
息
）
が
同
時
に
殺
さ
れ
て
い
る
の
も
、
裏
を
考
え
れ

ば
、
郡
山
衆
が
こ
の
時
点
ま
で
松
永
氏
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
事
実
で
あ
る
と

私
に
は
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
松
永
軍
が
郡
山
城
を
包
囲
し
た
の
は
、『
多
聞
院
日
記
』
に

「
則
時
ニ
郡
山
へ
打
寄
、
散
郷
悉
焼
之
」、『
二
条
宴
乗
記
』
に
「
其
日
則
郡
山
へ
被
懸
取
也
」

と
記
す
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
日
以
後
、
辰
市
合
戦
ま
で
の
間
の
郡
山
衆
の
動
向

を
窺
わ
せ
る
記
事
を
『
多
聞
院
日
記
』『
二
条
宴
乗
記
』
か
ら
す
べ
て
列
挙
す
る
と
以
下
の

ご
と
く
で
あ
る
。

①
郡
山
表
へ
礼
ニ
御
出
。
北
大
・
進
左
・
我
等
、
竹
下
ニ
て
大
酒
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
六
月
十
七
日
）

②
松
城
父
子
、
郡
山
衆
在
陳
見
舞
下
向
了
。
父
子
へ
糒
袋
、
竹
下
へ
一
荷
、
新
織
へ
一
樽
、

林
若
へ
扇
一
本
遣
之
。
押
城
四
方
に
用
意
也
。（
注
14
）

（『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
十
八
日
）

③
郡
山
城
ヨ
リ
父
子
帰
陳
了
。

（『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
二
十
六
日
）

④
城
州
京
へ
被
上
。
金
吾
ハ
郡
山
表
陣
向
也
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
六
月
二
十
七
日
）

⑤
於
郡
山
表
、
不
慮
ニ
一
戦
、
サ
キ
ノ
宮
・
タ
テ
リ
・
ム
キ
ヰ
以
下
、
数
多
手
負
了
。

（『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
八
月
九
日
）

⑥
福
住
別
所
ニ
筒
井
陣
取
被
申
由
。
…
…
夕
、
又
郡
山
衆
罷
出
、
辰
市
を
焼
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
八
月
二
十
日
）

⑦
夜
前
四
時
ニ
池
田
豊
後
守
鳥
見
知
行
。
リ
ヤ
ウ
セ
ン
寺
ニ
為
所
務
居
被
申
所
へ
夜
打
仕
。

…
…
郡
山
へ
引
由
。
郡
山
衆
二
百
斗
参
由
。（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
九
月
二
十
九
日
）

⑧
郡
山
付
城
、
田
中
表
、
タ
カ
ヤ
マ
・
山
崎
持
口
を
、
山
崎
お
ゝ
と
甚
五
郎
、
タ
カ
山
を
夜

打
取
。
郡
山
へ
入
。
其
城
郡
山
人
数
入
了
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
十
月
二
日
）

⑨
郡
山
表
へ
、
城
州
見
廻
ニ
参
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
元
年
十
月
五
日
）

⑩
昨
日
、
郡
山
衆
・
越
智
衆
・
箸
尾
其
他
南
方
衆
参
会
之
由
。
筒
井
ニ
ハ
申
事
候
て
、
不

被
出
由
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
二
年
六
月
十
七
日
）

⑪
葉
山
、
郡
山
付
城
を
居
取
申
。
ハ
ヤ
マ
持
申
候
城
也
。
筒
よ
り
も
人
数
出
由
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
二
年
七
月
五
日
）（
注
15
）

⑫
奈
良
中
人
夫
百
人
に
て
、
郡
山
付
城
へ
兵
粮
被
入
了
。

（『
二
条
宴
乗
記
』
元
亀
二
年
七
月
十
四
日
）

一
部
、
私
に
は
意
味
の
取
り
づ
ら
い
記
述
も
あ
る
が
、
郡
山
城
が
松
永
方
に
包
囲
さ
れ
て

以
後
、

（
１
）
多
聞
院
英
俊
や
二
条
宴
乗
が
早
速
、
郡
山
表
の
松
永
方
の
武
将
に
在
陣
見
舞
い
を
し

た
こ
と
。

（
２
）
郡
山
城
の
包
囲
の
た
め
に
、
松
永
方
が
付
城
を
四
つ
築
い
た
こ
と
。

（
３
）
そ
れ
で
も
郡
山
城
は
落
城
せ
ず
、
か
え
っ
て
、
そ
こ
か
ら
辰
市
や
霊
山
寺
に
ゲ
リ
ラ

的
な
攻
撃
が
な
さ
れ
た
こ
と
。

（
４
）
付
城
四
つ
の
う
ち
の
二
つ
で
、
寝
返
り
が
あ
っ
た
こ
と
。

（
５
）
そ
の
間
、
郡
山
、
越
智
、
箸
尾
等
の
間
に
筒
井
方
と
し
て
の
連
合
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
。

な
ど
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
元
亀
元
年
六
月
十
四
日
以
降
、
郡
山
衆
が
筒
井
方
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
元
亀
元
年
六
月
十
四
日
以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、『
二
条
宴
乗
記
』

に
以
下
の
ご
と
き
記
述
が
見
え
る
。

飯
高
進
官
事
ニ
、
春
良
か
た
ら
ひ
、
郡
山
へ
下
る
。

（
元
亀
元
年
三
月
晦
日
）

郡
山
よ
り
、
飯
高
、
米
五
斗
上
被
申
候
。
壱
石
分
、
両
度
ニ
相
済
。
（
同
年
四
月
七
日
）

事
件
の
二
月
半
前
、
飯
高
の
進
官
の
件
で
郡
山
に
下
り
、
そ
の
応
答
と
し
て
七
日
後
に
郡

山
か
ら
米
五
斗
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る

「
飯
高
進
官
事
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
約
四
か
月
前
、『
二
条
宴
乗
記
』
永
禄
十
二
年
十
二
月

七
日
の
条
に
、

郡
山
辰
巳
殿
へ
、
飯
高
・
北
暮
我
進
官
、
岡
崎
進
官
之
儀
も
折
紙
を
遣
也
。
同
、
飯

高
進
官
事
ニ
堀
池
へ
も
遣
。

と
い
う
記
事
が
見
え
、
郡
山
辰
巳
や
、
先
の
引
用
の
ご
と
く
元
亀
元
年
六
月
十
四
日
の
事
件

で
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
堀
池
が
一
役
を
果
た
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

当
時
、
松
永
方
と
筒
井
方
は
井
戸
城
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
攻
防
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
郡
山
辰
巳
や
堀
池
と
松
永
方

と
の
関
係
が
、
ま
だ
平
和
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
私
に
は
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
以
前
に
も
、
永
禄
十
一
年
十
月
以
降
、
二
条
宴
乗
周
辺
の
人
物
が
、
郡
山
と
奈
良
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の
間
を
往
来
し
て
い
る
記
事
は
『
二
条
宴
乗
記
』
に
は
枚
挙
に
暇
の
な
い
ほ
ど
見
え
る
が
、

そ
の
よ
う
な
記
事
は
、
元
亀
元
年
六
月
十
四
日
以
降
に
は
全
く
見
え
な
く
な
り
、
そ
こ
に
大

き
な
状
況
の
変
化
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

《
Ⅳ
》
ま
と
め

以
上
、
言
及
し
た
布
施
氏
・
高
田
氏
・
郡
山
衆
に
つ
い
て
、
本
稿
の
結
論
と
し
て
「
ま
と

め
」
を
し
て
お
く
。

〈
布
施
氏
〉

▽
松
永
久
秀
の
大
和
乱
入
以
降
、
松
永
方
で
あ
っ
た
が
、
永
禄
八
年
十
一
月
に
松
永
久
秀

と
三
好
三
人
衆
が
対
立
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
筒
井
方
と
な
り
、
没
落
中
で
あ
っ
た
筒

井
六
郎
（
順
慶
）
を
布
施
城
に
迎
え
る
。
こ
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
、
松
永
に
出
さ
れ
て

い
た
人
質
が
串
刺
し
に
さ
れ
た
。

〈
高
田
氏
〉

▽
松
永
久
秀
の
大
和
乱
入
以
降
、
松
永
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
布
施
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、

永
禄
八
年
十
一
月
以
降
も
松
永
方
に
止
ま
り
、
布
施
氏
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
以
後
も

松
永
方
に
止
ま
り
続
け
た
。

〈
郡
山
衆
〉

▽
松
永
久
秀
の
大
和
乱
入
に
際
し
、
率
先
し
て
松
永
方
と
し
て
行
動
し
た
。

▽
永
禄
八
年
十
月
の
秋
山
・
小
夫
の
反
乱
に
対
し
て
は
、
松
永
方
と
し
て
、
鎮
圧
の
た
め

に
出
陣
し
た
。

▽
同
年
十
一
月
、
松
永
久
秀
と
三
好
三
人
衆
が
対
立
し
た
こ
と
を
う
け
て
国
内
の
武
士
が

次
々
に
筒
井
方
と
な
る
中
、
松
永
を
寝
が
え
り
、
大
安
寺
、
辰
市
に
出
兵
し
た
。

▽
永
禄
十
一
年
十
月
、
織
田
信
長
が
大
和
国
の
支
配
権
を
松
永
久
秀
に
認
め
た
と
い
う
状

況
下
で
、
再
度
松
永
方
と
な
り
、
そ
れ
が
直
接
の
契
機
と
な
っ
て
、
筒
井
順
慶
は
筒
井

城
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

▽
元
亀
元
年
六
月
、
東
山
内
で
郡
山
衆
四
十
〜
六
十
人
が
松
永
久
秀
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て

以
後
、
再
度
筒
井
方
と
な
り
、
元
亀
二
年
八
月
の
辰
市
合
戦
で
松
永
・
三
好
連
合
軍
を

奇
襲
し
、
勝
敗
を
決
定
づ
け
る
役
目
を
果
た
し
た
。

《
付
》
『
二
条
宴
乗
記
』
の
年
月
未
決
部
分
の
特
定

『
多
聞
院
日
記
』
と
並
ん
で
、
筒
井
・
松
永
争
覇
期
の
同
時
代
資
料
と
し
て
重
要
な
『
二

条
宴
乗
記
』
に
は
、
現
在
ま
だ
年
月
不
詳
と
さ
れ
る
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
執
筆

の
過
程
で
、
そ
の
記
事
内
容
を
『
多
聞
院
日
記
』
等
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の

部
分
の
年
月
が
特
定
で
き
た
の
で
、
稿
の
余
滴
と
し
て
、
こ
こ
に
そ
の
概
略
を
記
し
て
お
き

た
い
。

「
二
条
宴
乗
記
補
遺
」（
注
16
）

に
お
い
て
、
時
日
未
特
定
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
、

天
理
図
書
館
蔵
本
の
第
一
冊
の
次
の
三
部
分
で
あ
る
。

①
年
不
詳
（
永
禄
十
一
年
以
前
）
十
月
…
…
七
枚

②
年
月
不
詳
（
永
禄
十
一
年
以
前
）
…
…
九
枚

③
年
月
不
詳
（
永
禄
十
一
年
以
前
）
…
…
一
枚

②
と
③
は
、
翻
刻
で
は
一
連
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
途
中
に
闕
丁
が
あ
り
、
私
見
で

は
、
そ
の
前
後
で
二
つ
に
分
割
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
結
論
と
そ
の
根
拠
を
述
べ
る
。

①
は
永
禄
十
二
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
晦
日
ま
で
で
あ
る
。
十
三
日
の
記
事
中
に
「
信
長

出
京
間
、
為
見
廻
、
金
吾
今
日
早
天
よ
り
上
洛
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
信
長
公
記
』
巻
三

末
尾
に
「
十
一
日
御
上
京
。
勢
州
表
一
国
平
均
に
仰
付
ら
れ
た
る
様
体
、
公
方
様
へ
仰
上
げ

ら
れ
、
四
五
日
御
在
洛
候
て
、
天
下
の
儀
仰
聞
け
ら
れ
、
十
月
十
七
日
、
濃
州
岐
阜
に
至
て

御
帰
陣
」（
注
17
）

と
あ
る
の
に
対
応
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
永
禄
十
二
年
の
こ

と
で
あ
る
。
翻
刻
は
永
禄
十
一
年
以
前
と
推
定
し
て
い
る
が
、
十
三
日
の
記
事
中
、
松
永
久

秀
を
「
城
州
」
と
記
し
て
い
お
り
、『
二
条
宴
乗
記
』
で
、
久
秀
の
呼
称
が
「
霜
台
」
か
ら

「
城
州
」
に
変
わ
る
の
は
永
禄
十
二
年
四
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
（
注
18
）
、
こ
れ
は
、

そ
れ
以
前
の
記
事
で
は
あ
り
え
な
い
。
更
に
、
天
候
記
事
で
十
九
日
に
「
四
時
よ
り
雨
降
」

と
あ
る
が
、
永
禄
十
二
年
十
月
十
九
日
の
降
雨
は
、『
多
聞
院
日
記
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、

矛
盾
は
生
じ
な
い
。

②
は
、
①
に
続
く
永
禄
十
二
年
十
一
月
朔
日
よ
り
同
二
十
三
日
ま
で
で
あ
る
。
天
候
は
、

十
六
日
ま
で
は
全
て
「
天
晴
」
で
、
十
七
日
に
「
夜
明
が
た
よ
り
雨
下
」、
十
九
日
に
「
天

晴
。
…
…
雪
少
ち
る
」、
二
十
一
日
に
「
雪
降
つ
も
る
也
」
と
あ
る
が
、『
多
聞
院
日
記
』
永

禄
十
二
年
十
一
月
に
は
、
十
七
日
に
「
雨
下
了
。
此
二
三
日
モ
雨
不
下
。」、
十
九
日
に
「
雨
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下
了
」、
二
十
日
に
「
及
晩
あ
ら
れ
フ
る
」、
二
十
一
日
に
「
卯
刻
ヨ
リ
大
雪
ニ
下
」
と
あ
っ

て
、
十
九
日
の
「
雨
」
と
「
雪
」
の
相
違
を
除
い
て
全
て
一
致
し
て
い
る
。

③
は
、
①
の
前
に
来
る
永
禄
十
二
年
十
月
朔
日
か
ら
十
日
ま
で
で
あ
る
。
井
戸
表
で
戦
い

が
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
間
、
全
く
降
雨
が
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
記
事
よ
り
知
れ

る
が
、
そ
れ
ら
は
『
多
聞
院
日
記
』
の
当
該
期
間
の
記
事
と
矛
盾
し
な
い
。

以
上
、
諸
先
学
の
御
叱
正
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

（
注
１
）
薮
景
三
著
、
一
九
八
九
年
、
新
人
物
往
来
社
。

（
注
２
）
朝
倉
弘
著
、
平
成
五
年
、
名
著
出
版
。

（
注
３
）
こ
の
解
釈
の
先
蹤
は
、
管
見
の
及
ぶ
所
で
は
昭
和
五
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本

城
郭
大
成
』
第
十
巻
の
「
筒
井
城
」
の
項
の
記
述
で
、
そ
こ
で
は
「
筒
井
城
は
、

同
八
年
十
一
月
に
落
城
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
注
４
）
「
筒
井
城
総
合
調
査
報
告
書
」（
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
・
城
郭
談
話
会
編
、
平

成
十
六
年
三
月
、
大
和
郡
山
市
教
育
委
員
会
発
行
）
八
〇
頁
。
な
お
、
同
旨
の
見

解
は
、
既
に
氏
の
主
宰
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
歴
史
サ
イ
ト
「
戦
国
浪
漫
」
に
お

い
て
、
そ
れ
以
前
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

（
注
５
）
た
か
だ
歴
史
文
化
叢
書
編
集
委
員
会
編
、
一
九
九
四
年
九
月
、
大
和
高
田
市
役
所

発
行
。

（
注
６
）
『
奈
良
県
史
』
第
十
一
巻
、
二
二
三
頁
。

（
注
７
）
布
施
氏
に
つ
い
て
は
既
述
、
井
戸
氏
に
つ
い
て
は
、『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
八
年

十
二
月
十
五
日
の
条
に
「
今
暁
、
井
戸
方
色
ヲ
立
、
古
市
郷
焼
了
。
雨
下
、
無
殊

儀
。
扨
も
人
質
女
子
実
子
也
、
又
ク
シ
ニ
サ
ス
ベ
シ
。
浅
猿
々
々
」
と
い
う
記
事

が
見
え
る
。

（
注
８
）
『
奈
良
県
史
』
第
十
一
巻
、
二
二
二
頁
。

（
注
９
）
『
二
条
宴
乗
記
』
の
同
日
の
条
に
は
「
城
州
、
信
貴
よ
り
若
江
人
数
引
ク
ミ
、
辰

市
城
へ
取
ツ
メ
ラ
レ
候
。
金
山
タ
ヰ
シ
ヤ
ウ
、
郡
山
衆
ウ
シ
ロ
ツ
メ
ニ
出
、
多
門

よ
り
金
吾
各
被
出
。
陣
ク
ヅ
レ
大
勢
打
死
」
と
あ
り
、
勝
敗
を
決
定
づ
け
た
後
詰

の
戦
力
と
し
て
郡
山
衆
の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
郡
山
衆
の
果
た
し
た
役
割
の

大
き
さ
が
推
察
で
き
る
。

（
注
10
）
例
外
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
郡
山
衆
が
松
永
方
と
し
て
没
落
し
て
い
る
場
合

で
あ
る
が
、
勿
論
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
記
述
は
、『
多
聞
院
日

記
』
に
も
『
二
条
宴
乗
記
』
に
も
見
え
な
い
。

（
注
11
）
当
日
の
『
多
聞
院
日
記
』
に
、「
筒
井
平
城
…
…
相
拘
之
処
、
今
日

ニ
テ
落
城

了
。
午
刻
ニ
筒
井
六
郎
入
城
云
々
」
と
有
り
。

（
注
12
）
『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
十
一
年
十
月
九
日
の
条
に
「
昨
夕
筒
井
ノ
平
城
落
了
。
今

朝
早
々
松
右
被
打
出
了
」
と
有
り
。

（
注
13
）
『
多
聞
院
日
記
』
元
亀
元
年
六
月
六
日
の
条
に
「
松
城
父
子
…
…
父
子
共
ニ
福
住

城
へ
取
寄
了
。
…
…
以
上
四
千
ほ
ど
在
之
」
と
あ
り
、
松
永
方
は
、
四
千
の
大
軍

で
、
東
山
内
に
お
け
る
筒
井
方
の
拠
点
で
あ
っ
た
福
住
城
を
攻
撃
し
て
い
た
。
四

千
と
い
う
兵
力
は
、
先
に
触
れ
た
永
禄
八
年
十
一
月
に
三
好
三
人
衆
が
飯
盛
城
を

攻
撃
し
た
時
の
兵
力
の
四
倍
で
あ
り
、
非
常
な
大
作
戦
で
あ
っ
た
と
私
に
は
思
わ

れ
る
。
福
住
城
の
所
在
は
未
決
で
あ
る
が
、
現
行
行
政
地
名
で
天
理
市
福
住
に
あ

る
の
は
確
実
。
郡
山
衆
が
殺
さ
れ
た
「
深
川
陣
」
は
、
山
辺
郡
都
祁
村
上
深
川
ま

た
は
下
深
川
で
あ
ろ
う
。
両
地
の
間
は
直
線
で
約
七
キ
ロ
で
あ
る
。

（
注
14
）
こ
の
記
述
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
松
永
父
子
の
た
め
に
郡
山
衆
が
在
陣
見
舞
に
下
向

し
た
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
有
り
え
な
い
。
多
分
「
郡
山
衆
」

は
「
郡
山
表
」
と
あ
る
べ
き
を
、
書
写
の
際
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
注
15
）
同
日
の
『
多
聞
院
日
記
』
に
は
「
昨
夜
、
山
中
ノ
ハ
ヤ
マ
ト
簀
川
ト
持
タ
ル
郡
山

ノ
付
城
ニ
テ
、
ハ
山
裏
帰
テ
、
ス
川
衆
廿
人
計
討
取
了
」
と
有
り
。

（
注
16
）
天
理
図
書
館
紀
要
『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
六
〇
号
、
昭
和
五
〇
年
六
月
。

（
注
17
）
テ
キ
ス
ト
は
角
川
文
庫
本
（
昭
和
四
四
年
）
に
よ
る
。

（
注
18
）
二
十
四
日
の
記
事
中
に
「
近
日
は
霜
台
、
山
城
守
と
申
」
と
あ
る
。
な
お
。『
多

門
院
日
記
』
で
は
、
そ
れ
以
前
、
七
日
の
記
事
中
に
「
多
聞
山
へ
礼
ニ
出
了
。
松

城
へ
廿
疋
」
云
々
と
あ
る
。
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